
様式第１号（第８条関係） 
  年  月  日 

宇佐市長          様 

 

 住   所 宇佐市大字上田１０３０－１ 

団 体 名 ○○神楽保存会 

代表者氏名 宇佐 太郎        

電話番号  ０９７８－３２－１１１１ 

 

 

宇佐市未来につなぐ地域文化継承活動補助金交付申請書 

 

   年度宇佐市未来につなぐ地域文化継承活動補助金交付要綱第８条の規定により、

関係書類を添えて下記のとおり補助金の交付を申請します。 

 

記 

 

１ 補助金交付申請額  金 243,000 円 

 

２ 添付書類 

 (１) 事業計画書（様式第２号） 

(２) 収支予算書（様式第３号） 

(３） 誓約書（様式第４号） 

（４）団体等の名簿、規約又は規則（自治会は除く） 

（５）継承活動の内容が確認できる資料 

・現況の活動がわかる写真や謂われ等がわかる資料 

・修繕や購入を行う備品の場合は、現状写真や購入のためのカタログ、見積書 

（６）その他市長が必要と認める書類 

※記入例 

※代表者の自筆に

よる署名とする。 



様式第２号（第８条関係） 

事 業 計 画 書 

事業実施主体名 ○○神楽保存会 

補助対象事業 郷土芸能の継承活動 

事業の名称 ○○神楽保存伝承事業 

事業者の概要 

△△地区に古くから伝わる○○神楽の保存及び伝承を目的と

して、昭和５０年に発足。地域行事への参加や年２回の祭事に□

□神社で行われるお祭りへの参加を行い、伝統芸能の普及・保存

に努めている。 

事業実施時期 令和３年７月１日 ～ 令和３年９月３０日 

事業の目的及び補助金

を必要とする理由 

△△地区に約1000年前から伝わるとされる○○神楽は、地元の

有志によって受け継がれ平成○年には大分県文化祭への参加も

行っている。保存会発足後は会員が中心となって各種行事に参加

するなど、地域活性化や文化振興に寄与してきた。 

今後も活動を継続し次世代へと引き継いでいきたいが、衣装や

道具の劣化及び不足により十分な活動ができる環境が整ってい

ない。 

そのため、環境の整備を行いたいが自己資金では不足があるた

め、当補助金を活用したい。 

事業の内容 

・神楽に必要な衣装の新調及び太鼓の修繕 

（衣装：大人用×２子ども用×５ 大太鼓×１小太鼓×１） 

・神楽の映像記録・資料集作成 

・子ども向け体験会の実施 

以上の３つを実施し、秋に各地域で行われるお祭りへの参加がで

きるように環境整備を行う。 

事業の効果 

衣装の不足により限られた演目しか行うことができなかった

が、新調することにより、他の演目も実施可能となり、より幅広

い活動が可能となる。 

また、記録映像の作成や子ども向けの体験会を実施することで

高齢化した踊り手の負担減や後継者の育成を図ることができ、次

世代へ○○神楽を継承することができる。 

次世代への継続性や発

展性に留意した点 

 後継者の育成を行うために、子ども用の衣装を多く購入すると

ともに、子どもを対象とした体験会を実施する。 

 子ども向けの体験会では、神楽の魅力を感じてもらえるように

歴史的な謂われ等を楽しんでもらう内容とする。 

※記入例 

※文化振興に繋がる次世代への保存・継承活動が対象です。 

地元の祭りにおける神楽等の招聘やこの要綱の目的にそぐわない神社・寺院等の修繕、

団体で負担すべき恒常的経費は対象外です。 



様式第３号（第８条関係） 

収 支 予 算 書 

(１) 収入の部                                                       （単位：円） 

区   分 予 算 額 積 算 の 根 拠 備  考 

その他の収入 10,000 自治区からの寄付 ⓑ  

市補助金 243,000   

    

    

合  計（Ａ） 253,000   

  

(２) 支出の部                                                       （単位：円） 

区  分 予 算 額 積 算 の 根 拠 備  考 

補
助
対
象
経
費 

報償費 20,000 子ども体験会指導者報酬（5千円×4回）  

印刷製本費 45,000 神楽資料集作成（20部）  

備品購入 160,000 衣装(大人30千円×2、子ども20千円×5)  

委託料 50,000 映像記録作成（DVD30枚）  

修繕料 100,000 大太鼓70千円、小太鼓30千円  

    

小  計 375,000  ⓐ  

補
助
対
象
外
経
費 

食糧費 10,000 練習会の弁当代  

    

    

    

小  計 10,000   

合  計（Ｂ） 385,000   

 

(３)自己負担                            （単位：円） 

区   分 予 算 額 積 算 の 根 拠 備  考 

収入計 253,000 （Ａ）  

支出計 385,000 （Ｂ）  

合 計（Ｃ） 132,000 
申請者事業実施自己負担額 

（Ｂ）－（Ａ） 

 

 

 

 

※記入例 

（ⓐ－ⓑ）×３分の２（千円未満切り捨て） 

ただし、計算後、限度額３０万を超える場合は、

３０万を上限とする。 

対象事業が文化的・歴史的建造物の継承活動の

場合は、限度額５０万であるので、５０万を上

限とする。 


